
科目区分 科目番号 0604 曜日時間 不定期

授業科目

単位数 時間 16　時間 開講時期 １年次前期 授業形態 講義・演習

担当教員

授業目的

中　核

授業目標

回 授業方法 時間 担当 備考

講義 2

講義 2

演習
（必修）

2

講義 2

実務歴
有

講義への
反映

講義

演習
（必修）

講義

実務歴
有

講義への
反映

終了後
課題

評価計画
方法

テキスト
参考図書

備　考

授
業
の
内
容
と
方
法

授
業
の
内
容
と
方
法

リフレクションノート

筆記試験・演習態度・リフレクションノート

茂野香おる著：系統看護学講座　専門分野Ⅰ基礎看護学〔２〕基礎看護技術Ⅰ第18版【電子版】，医
学書院
看護がみえるvol.1　基礎看護技術第1版 第1版，メディックメディア

授業内容

1．基礎看護技術の概念、看護技術の基本原則

2．感染予防（感染成立と予防策）
　1）標準予防策と感染経路別予防策
　2）洗浄・消毒・滅菌

≪演習≫　標準予防策,ガウンテクニック

3．コミュニケーション
　1）コミュニケーションの構成要素と成立過程
　2）対人関係構築のためのコミュニケーション

≪演習≫　プロセスレコード

　3) 信頼関係構築の意義
　　（なぜ看護師が信頼関係構築を行うのか）

8

上原

看護師・保健師：病院勤務　14年　　看護教員：学校勤務　3年

臨床場面から実際の看護技術の目的・意義を実感できる講義を展開する

共通基本技術

専門分野

基礎看護技術Ⅰ

１　単位

上原　由加里　・　宮下　梨沙

看護技術の基本であり、共通の技術である標準予防策とコミュニケーション技術を学ぶ。

1．感染予防における看護師の責務と役割が理解できる。
2．スタンダードプリコーションと感染経路別予防策を実施できる。
3．コミュニケーション・態度と会話に関する看護の意義が理解できる。
4．プロセスレコードを通し、自己を客観的に振り返りコミュニケーション技術向上・自己洞察する
ことができる。

　3）感染予防の意義
　　（なぜ看護師が感染予防の援助を行うのか）

宮下

4

4

看護師：病院勤務　11年　　看護教員：学校勤務　５年

臨床場面から実際の看護技術の目的・意義を実感できる講義を展開する


